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ニュー・ヨーク港を出帆してイギリスへ歸航の途'二つく客船クイーソ・メリー號乃室中嶌眞

洗淨し、またすべてのものを整頓
する。客船折返しの新記録(U.S.I.S.)

ｌ
ｌ
６
０
ｐ
Ｐ
■
■
ｒ
０
Ｉ
・
凸
■
■
■
Ｐ
Ｉ
Ｏ
‐
‐
。
Ⅱ
■
■
８
口

航海ごとに約85,0JO枚の白布
が使用されている。クイーン・メ
リー號ば3組の白布をもっていて
1組は船内:二おいて使用され，1
組はイギリス，1組はニュー・ヨ
ークにおいて洗濯にIHしているC
l品目としてその戯が最大のも
のは負縄であるol往復航海i二必
要な食縄のp5"{『はニュー・ヨー

クにおいて舳二積み込まれてい
る。旅客と船員とを併せて2，8，0
名が大洋熊断ごと;こ乘船している
のであるから，これに對する食縄
は，進大な並に達するo
旅客ﾉ)食慾が減少しがちになる
荒尺心場合を除いて，これらの乘
船者がHに3Inl食事をとるものと
し-こ勘定すると,、クイーン・メリ
ー號が航海している10日（片道
5Hづつ）間の延ぺ食事回数は
85‘OOOとなり，また本船が各航海
の前後において港内に定則的に碇
泊する2日間に對する船員の延べ
食事回数は7,500となわoクイー
ン．メリー號は，海上にｵ〕いて延
航する場合の對策として，2月に
おける遁切な措置とみなすことが

蹄し，さらに尤大な塗に達する各
種の補給物安を搭撒しなければな
らない。

この仕事は，81,000トンの船そ
れ自確が1筒の都市ともみられる
から’1晩で1都市を分解し，組
立てる作業i二匹敵する。本船は人
口150,000の都市リ>需要をIM"(z
十分な電氣をもち，娯樂慰安i二必
要な甲板面猿だけでも3エーカー
に達し，また蜜店，岡許室，禮育
室，スカッシュ・コート1面およ
びスイミング・プール1筒を含め
て，陸上杜會における大部分の施
設が完術されている。
この浮ぶ都市を24時間以内で
更新するには，1,280名の船員と
この仕事のために補充された35）
名の陸員との粂鋳勵力をこれに集
中する必要がある。二の時間内に
今までの旅客は下船し，新規γ〕旅
客は乘船し（今回ﾝ〕折返し新記録
にお'‘、てはこれi二對する所要時間
が12時間以下であった)，給仕お
よび女給仕は各室莚眞室掃除し，
清掃し，白布を取り換え，甲板を

大西洋横噺大型客船がニュー・
ヨークに到着すると，長い大洋航
行のすべて､ﾉ〕靜穏が突如経りをつ
げて，船ば熱病的活動の中心とな
る。港内lこおいて費される時間は
汽船禽祓常事者;ことってば浪費ﾉ〕

時であって，客船を歸航の途につ
かせるための蔑般の準備が隣ぜら
れる。

キコーーナード・ホワイト・スタ

ー衡杜所圃ﾉ)豪華客船クイーン・
メリー號が去房)2月，時化')ため

に2日遅|l.て着准したとき．その
歸航の批帆を急ぐ．ためにあらゆる
手段がとられた。この結果，クイ
ーン・メリー號は蒲港俊24時間
5分をもってイギリスに向けH{帆
し，大型客船折返しの新記録を樹
立した。

急速な折返しはクイーン・メリ

ー號‘ことって複雑な作業である。
すなはち，1↑500名の族客と,その
所有物とを陸揚げし，1,500名を
乘船させ，延べ:.('0,000回分の食
事に必要な食纐を頼み込み，新ら
たな乘客のために船室をすべて満

’
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できる十分な錘以上の食糧を積み込むのを常
例としている。

補給食繩ま客船が到着する日の朝Iこ埠頭こ
うず高<山祇みされる。荷役人夫は船が藥留
されるとすぐにこの食糧’>船内積込みを始め
る。新記録樹立の2月折返しにおいて，クイ
ーン・メリー號は70,000ポンドの獣肉，
25000ポソドの鶏類．10000ポンドの魚類
63000ポンドの馬齢韓,30,000ポンドの各種
野薬，’0,000ポンドの冷凍野茱類，，60,000
箇の鶏卵,1,200カ口ソの牛乳,10,000ポソ
ドの砂糖20,000ポンドの小麥粉，，,000箱
の果物および4,000クォートのアイス，クリ
ームを積み込んだ。

船の飲食料品中には大鼓の飲料が含まれて
いるが，その大部分はイギリス製で，サザム
プトソにおいて積み込まﾙしている。
食糎が食糎庫二收められっっある間に，水
と燃料油とが船内に積み込まれるol,200,000
カ口ソ以上の水が埠頭からクイーン．メリー
號の巨大な水棚‘ニポンプによって積み込まれ
る｡これと同時に多数艀が舷側に横着げに
なって，6650トン"燃料油を船内にパイプ
を通じて供給する。これらの作業，すなわち
食糧，水および油の積込みは，船客の入換え
ならび{こ船室およびi吐交室｡)清掃が行われつ
つある大部分の時間中繼綾される。
石鹸から電球ごいたる諸令の物紬も多数積
み込まなければならない。さらにクイーソ．
メリー號は航海ごとに3,000"Jﾉ)郵便物およ
び普通の場合毛皮，自動車などの高關税貨物
を約200トン彼み込む。
船がいかに速かに折返しを完成することが
できるかはこれまで正確に決められていなか
った。船から旅客およびその手荷物を完全に
陸揚げするのに約6時間，また新規の族客を
乘船させるのに約3時間以上かかる。さらに
各種の補給物資および燃料を読み込む最小限
の時間を見積ると，今luiの24時間の記録が
大幅に短縮されることはまずないであろう。

イギリスへの歸航の準

備として，ニュー・ヨ

ークに碇泊中.D客船ク

イーン・メリー號iご貨

物および手荷物を欲み

こむ

一・ゴー～ 一

客船クイーン・メリー號仁乘船し-こニュー・ヨークに到着

した旅客が合衆國税關官吏‘二よる手荷物迩關手領きをまつ

イギリスへ歸港しようとする客船クイーン・メリー號

にニュー・ヨークi二おいて乘船すそ族客

一。-てミ
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主タービン用直流發電嬢
ヂーゼル直流發電機

同用制御配電盤
電氣舵權操縦装置

小型船舶用電動手動操舵装置

揚貨織用直流愛電機及制御器具

ポンプ，邊風機，冷凍稜

その他補溌用直流愛電濃

富士電機製造株式會牡
東京販寅店東京・丸ノ内ニノ六
大阪販壷店大阪・堂島濱通ニノ四
名古屋販費店名古屋・贋小路邇三ノ四
門司販寅店門司・大里四三九二
札幌販壷店札幌・大通西十ノ四
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臭機澳船具並部
答種膣ストンリ

虎

蝋京都千伏仔1価九段一丁11六
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内 田北海道航路新造貨客船十勝山丸 進
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負 荷．魑濟'定格最大

軸馬力130016001760

毎分厘鱈數393420433
の

燃料治費量g'BHP175175178

平均有效唾力kg/cm24.80~/5.505.85,
諺

主要寸法シリンダ數10,シリンダ径430mm,

行程450mm

1．緒言

新造貨客船十勝山丸は三井船舶株式會杜の餓後第一

船として三井造船株式會而i：玉野製作所において昭和

22年3月31日起工，同年10月31日進水，翌23年

2月29日竣工して,3月以來釧路一函館一新潟一伏木

一七尾のいわゆる北海道／裏日本航路Iご就航し，完全

にスケヂュールを保持して極めて優秀な成績をあげて

いるo

一一

ﾊ．主磯直結補磯

名穂

ピルヂポソプ
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1

型式

往復式

遠心式

歯車式
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2．各部要目

ィ．船禮

長（全長）

長（垂線間）

幅（型）

深（型)‘‘

滿載吃水

上甲板第二甲板間高さ

船首椣甲板高さ

船橋襖甲板高さ

一端艇甲板高さ

船尾酸甲板高さ

総噸數‐

純噸數

甲下板I頓數

排水盆（滿域）

赦貨重量、

赦貨容硫（ペール）

最大速力（公試）

航海速力

航行腫域、

族客定員
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米
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二．補助汽罐

型式および臺數

寸 法

蒸氣塵力

蒸發量

受熱面積
、

噴燃装置

排氣ガス罐，竪罐71臺

上部1600,下部1200,高3700

3.5kg/cm2,飽和

600kg/hr～
40m2

1個

F

本．軸､系

推力輔中間軸船尾軸

190粍190粍200粍
一 -

1620粍,2380粍,5200粍,5600粍,4820粍

11141

径直
長
數

へ.推進器

型式および敷

翼數

・-直裡

螺距

，展開面積
射影面積

材質

ボス径

ボス長

エロフォィル断面一燈×1

4

2000粍

0．7尺にて1085粍

1.987平方米

1.890平方米

マンカソ青銅

470粍

500粍

アー

､

F・主機械

型式および臺敷 4画程軍勵無氣噴油式

ヂーゼル機關1臺

(22號10型内火磯械）

ﾄ．補助機械

名稗

豫備潤滑油ポソプ

ビルヂポンプ

雑用ポンプ

、

數
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１
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量
、
容
釦
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錨

寸法および馬力

15HP

10〃

10〃

型式

電動歯車式
〃 往復式
〃〃

〃
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容量および水頭

865m3/h20m

i::謡｝
,%0,/h
〃Qグ

ー

5m31h"20m

1.9m3/h70m

80m3/h50mm

機關室至禮装置，

寸法および馬力

10HP

<10HB

－軸装備．

1．5HP

‘〃

1.5HP

數
１
１
１
１
１
１
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－
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名 癖

パラストポンプ

燃料移邊ポンプ

潤滑油移邊ポンプ

.-燃料油蒲淨溌

，潤滑油清淨機

清‘水ポンプ

給水ポソプー

邊、風｜磯

型．式

電動往復式
〃 歯車式

〃〃

電動ドラパル式

〃

〃壷心式

ウオシントン式

多翼式

○

●

q

b

2HP 可

篁

ヂ

チ發電磯および室氣匪縮機

型式名 穂數

I主發電機蝿4画程無氣噴油式・4

､｡

.b

容 量

6氣筒径140粍

RPM75]

720V/

60m3/h

寸法および電力

行程200粍

75HP

50kW

30kg/cmg

(主發電機ご直結』
30kg'cm22HEj

W
q

I

主發電機

主室氣匪縮機

凡
壼
の
型

職制喧捲防滴型

二段往復ﾌk冷式

．／

石油護動機直結
ｊ
４
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4m3/h非常用空氣唾縮機 1
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機關室全饅装置，下部平面圖

ツ．冷却水復水器ぞの他 操舵機ヘルシヨウ式13mt×5HP

＝名穂型式數容量､車池溌電動13t×15m×20HP
潤滑油冷却器表面冷却式2冷却面積25mg

鑿磯重熱騨鮎讃撫＆ｮ塞鯉雲本艘ま貨客船としては沿海航行腫域の資格を，また
稟暹用御渦巻式160mh,]5m,5HP貨物船としては近海航行匿域の資格を有する鋼製箪晴

載誕鮎聴侭耀雛蕊鯛藻な

ヌ．諸タンク

名祷‘容量數には十分の注意が排われている。

壽調蕊：‘:::｜：‘_鰻配置
一般配置園に示すとおり，上甲板，第二甲板,､船首主機用燃料油重力タンク250012
鯉甲板，船橋酸甲板，船尾鯉甲斌揚貨磯塞甲板，後7501補 機用〃1

清淨′燃料油槽98011部端艇甲板，端艇甲板および航海船橋甲板を有してお
り．甲板こは梁矢および舷弧が附せられている。

潤滑油タソク225012
船首感傾斜マアッションスタイルで，船尾よクルー清淨潤滑油槽88011

桶鋤罐燃料重力タンク55011、ザースターンである。
播談前橋および後橋各’本で，前後機ともデリック

ボストを兼用している。処・甲板機械

名稽型式數容量船底は船首尾を通じ二重底構造とし，脚荷水脆，燃
揚貨機電動83t×30m<20.5kW料油脆養罐水鮠，潤纈由脆，清水鯰が設けられ，船
錫錨機〃19t×9m×35HP首尾水脆はともに脚荷水脆とし，なお船尾にはウイン

1・

1
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１
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グタンクが設けられ,一室船航海D際も適當な吃水が得殻重量の輕減を岡り，船農張力上差支えないかぎり廣

られる｡鎗内は船首より一番貨物龍,一番中甲板貨物範園に電氣熔接を採用している。
鮠,機械室，二番貨物艫,二番中甲板貨物艫，三番貨

紘艫に分けられ，船首隔壁前部に錨鎖庫が設けられて7.族容設備
1等客室は2人部屋2室で，船橋換甲板前端雨舷にいる○

船首襖には水夫長倉庫，貨物龍，塗料庫および澄具設けられ，周園および天井はペニヤ板内張りが施さ
庫を，船橋鯉には闘員室，闇員會食堂，荷役事務室，れ，クリーム色および白色の艶消しペイント仕上で，〃

屍員浴室および便所,冷藏庫,三等客室および三等客一非常に上品に装飾されている。
用便所および化粧室を，船尾酸には鬮員室,鴎員便所，3等客室は船橋襖後端に設けられ，柔材内張りが施タ
犀板部倉庫，米麥庫，乾物庫，味噌および醤油庫，おされ，客席には盛力唖かれ,･蒸氣暖房，扇風磯湯呑
よび操舵椴室を配置している。 ,．場，手荷物柵等が完備されており，きわめて乘心地上

なお船尾脚荷水龍後部は水夫長倉庫に，前部揚貨機く艤装されている。

室ま犀板倉庫．大工作業室，電氣作業室に，後部揚貨・

つ機室ば甲板倉庫および機關部鍜倫場に利用されてい、8．荷役装置

る。本船は貨客船であるが，荷役装置には特に重きがお
船橋鰹甲板室には一等客室，食堂,配膳室士官室，かれ，下記のような購口,揚貨儀等が設けられており，
士官浴室,士官便所,士官會食室,糧食小出庫および北海道本州間の雑貨および北海道木材の甲板積に適す
厨室が設けられ，端艇甲板室には無線電信室，通信士るように計壷されている。

室,職長室,事務員室が,航海船橋こ峨舵室および競口雷鋭上甲板第二甲板急鼠容譲蕊
（米）（米）噸一海圃室が設けられている。噸

］識億口6.5×4.56.5×4．55×28×2

5．般型2番艫口7b7×4.57.7×4.510''×2同上
〆

船型は運輸省船舶試験所において水槽試験を行い決3番鮠口7摩0×457．7×455"×2同上一
4識億口6.3×4.5－5''×2同上定されたもので．近代漁船の線剛の傾向を多分に入れ

た凌波性の良好を特に目的としたものである。賓際運揚貨機は全部三菱電機製電働揚貨機で就航以來全く
航資綴から見て，波乘りよく横動揺も少<，また保針故障なく非常に成続がよい。
性もよいので，乘客ならびiこ乘組員から好評を博して

9，操舵装置
いるo

操舵機械は川崎製へルシヨウ電働油匪操舵機で，そ‐

の容量は馬力である。航海船橋より浦賀式テレモーダ6．船殻構造
’

職豊はトランス,ﾐーｽ．システムとし出來るだけ船一により操縦される。（269頁へつづく）
L‐
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1I1III11IIllIIlIII11IlIⅡⅡⅡⅡ111 船 關連工業造

〃

（記者）今日は船舶の關痩工業の問題につきましてう，その代り賃播を輕くし,造船債格を出來ろだけ國
御高読を奏蕊したいと思います。司會は湊さんにお願際ペースにマッチせしめるために關税を菟除するとい

〆

いしたいと存じます。どうぞよろしく。‘う措置が讓ぜられて，ずっと資施せられてきたような

状況で，これは當時まだ關連工業が徹頭徹尾國内自給
◇過去における造船關連エ業

ができないことを確認した一つの施設であったように

（湊）それでは司會というわけでもありませんが，思います。その後國内の工業がだんだん進んできて先

識皆の關連工業1こついて一應過去を顧み,現状を確め，殻まではまず大部分のものは國内でできる所まで大鐙
今後を建設していきたいという考えから少し遡ったこ進んでおったようにも思われるのです。しかしその中

とを述べて色々の話題を提供したいと思います。でいろいろ特殊なものはとうてい國内でできないとい

一艘迭船というのは造船所だけではできない,(ぃわうような状況も今日まで綾いております。

ゆろ關連工業と一緒になっていかなければならんこと経験後の今日の状況は，一應何もかも御破算のよう

は，今さら申すまでもないことですb從って造船所がな形になったので，いざ大形船を新造するとなると，

あってもその國に造船業があるということにはなら國内でつくることが非常に困難なものが澤山あり，そ

い。反對こ造船所がな．〈ても關連工業だけが存立し榮れでこの問題がもち上ってきて，今後出直しに關連工
えてる國もあるような状態です。日本における關連工業を立て直さなければならんという實況にあるのであ

Q

業は,-明治時代から第一次世界大戦のころまでは，まります。

ことに微々たるものであった。從って識間所としてこれらの黙について皆さんいろいろお考えになって

は，手の届く限り自分でいわゆる自給するということることか多々おありだと思いますから，その黙をお話

で，造船所の物的施設なり技術陣管が非常に多岐にわ合って，今後の識問對策の新たな發足}之對して進展莚

藤慧慨鑿熱戦獣懸驚躍謹冨…に鐸鯛瀧御緬を侭えたら拳
いから，結局Iま大部分のものは外國から買入れておつ＆

◇關連エ業の鉄焔
光のが常態であったことは御承知の通りです。

い

それから第一､次世界大駿が始まって，諸外國からの！（湊）山高さんは永い間長崎の方におられ，その後

輸入，向うから言う織出に制限が加わり，やがて楡出關連工業部門にもおられたわけでありますが，過去の

禁止ということになった。その結果日本とじてば從來賞況で今後に資するエうな黙，今後どうしていくかと

外國に仰いでおったものを外國から取りよせることがいうようなことについて伺いたいと思います。

だんだんできなくなる情勢になってきたので，造船業（山高）過去の思い出話みたいになるかもしれませ
確立のためには否應なしに，國内にそういう工業を育んが，私はきわめて特殊な部門にぱかりおりまして，
威して行かなければならんというので，職時中及び戦非常に間口の狭い男なので，ただ船をつくる立場にお

後に官民､力がその方へ向けられてきたような状況でつたことと，それから製品を供給する方の立場と雨方

した。そして大戦後，たしか大正十年だPたと思いまにおりましたので，雨方の面から見ておったので幾分

すが，例の臨時財政經濟調査會の答申;二基いて，外國か御参考になるかもしれませんが，ただ非常に狭いわ

かち輸入する造船詞の鐵鋼材とか蟻装品等の輸入關境けですから，私の考えてることが當つてるとしても，

免除の制度もできて，園内でどうしても製作することそれが全般に適用できるかどうかわかりません。私が

のできないような品物はむしろ大つびらに輸入させよ寅務に就きました當時，大正の初めですが，そのとろ
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は徹頭徹尾關係品は舶來品ぽかりで'殊にあの時代資際あの時代の船用品で内地のほんとうに生れたとい
ゞには船債というようなことも割合にの●んび●りしてぃうようなも．のは少ながったのであります占當時われわ

て’とにがく一流の,塚んでも良い物という.スﾀﾝダれとしてはなんか濁自の研究で日本的なものを出した
ードで物を選ばれていたのです。だから世界一流のメ’いというような氣分は多分にあったのですけれども,
、

．－カーの一流の品物がはいってきた。船は日本でできなかなか思うよう{言いきません。そんな，こんなでと

．たけれども，それに装備されているものは舶來品であうとう験箏にまでなってしまった。なんといってもそ

、り，また責に立獅ものであったと思いますbその後の期間を通じてみまして,識皆D本業の方と潟れわれ
第一次欧洲大戦が始まりまして，舶來品がどうしてものタッチしていた關連工業の方がどうしても進歩が竣

手にはいらなくなって,、否應なしに内地でつくらなけ行的であった。何分業者の方の需要が少ぃでずから，

れぽならぬo場合によっては逆に識出しなければならなかなか思いきってそっちに力瘤を注ぐ索ことができな

ない，､そのころに今お話Dありました更税制度，あの、､。また同業者の競箏の關係もありますので.悪くす
Iとき私ども感じたのは，あの莞税制度はあの當時としると共倒れになるということで，なかなかうまく行か

’七は適切な措置であったでありましょうし，またそのなかったのですが,なんとかしてもう少し船質改善と
鼓果もあったろうと思うのですが,われわれのタッチかあるいは優秀船窪造の助成施設が傾いて，職零がな
していた狭い範園内でいくと,たださえ需要の狭い内かつたら･もつと良くなったのじやないかと恩‘､まず。

地の需要に對して一流の外國品が安くはいってくる。÷今度経戦後つくづく感じてるのは，職災その他で今

’そうなったら酌地のメーカーはとても太刀うちできま‐まで折角相當の經蕊をもってきたメーカーが,職災で
せんから，内地でこういうものをひとつ圃産でやって工場がだめになったり，あるいはそのままでも内容が

やーろ｡ﾗという氣持が起らなかったのじやないか。事資すっかり愛りましたので，さて職さが経って優秀な譜
菟税の條件は内地じゃ手に入らない，どうしても内地舶用品が欲しいと思っても何がどこでできるのかわか

でできない品に限られた筈ですが理由はどうでもつけらぬ，しかも今までの一流メ÷カーの所でも製品､種
られる。これではいつまで經っても結局内地でできる目がずいぶん愛ってしまいましたので,今後なかなか

ようにはならないのじやないか。少くとも私どもの關良いものは得られぬ，今度はますます職前よりも需莫
係の仕事については’まあ商船用のものは舶來に任しが減ったのですから，罹災したメーカーが設計から，
て，軍用のどうしても内地でつくらなければならんもエ具その他全部新しくつくってやるということになる
のは内地でつくるということで,却って進歩が遅れた‐と，企業的に見て相當やaにくい黙があるのじやない
のではないかと思います。一方舶來品に對する執着かか。それらをどういうふうに導いていって，將來の日
ら，かりに同じものができたとしても，なかなか内地本の造船の再建をやるかは，なかなかむずかしい問題
のものを使わない｡郵船會杜のいわゆる優秀船ができだと思います。．

ました一方，これはいやが上にも良い船ということで（湊）常松さん，造船所で長い間いろ{､ろ關連工業
あったでしょうが'とにかくあの時代には相當日本での製品の需要者の立場で御苦勢されたと思いますの

もできる夢になったけれども'一切合財舶來品ばかで,その御苦努の黙と,今後に對する御意見を伺いた
りでした。その後になって，今度は逐次國産のものがい思います。

だんだん進みまして'殊に船質改善施設でできた船で（常松）今山高さんがおっしゃったとまつちく同感
は’しまいには不自由なくなりましたoただあの時分でこれからどうしていったらいいかということが，一

にわれわれ品物の製作と研究という方面におりまし番大きな問題になってくるので,やはり造船關連工業
たときにジどうもあの時分にばそろそろ軍需品の生童と言っても，造船そのものがどのくらいな仕事量があ
に追われて，一般の船舶用品は二α次，また折角良いるか’また纒綾的にあるかどうか，これによってざま
技術も軍の方に先に取られてしまって，一般船細こはってくる性質のものですから，識骨そのものの見透し
利用出來ない。そういう關係で十分に一般船舶用品にがはつきりしないと．この問題も相當むずかしぃ問題
ノカを入れることができなかった｡また研究方面から見ではないかと思いきず｡從ってただいまのような山高
まして，業者としましてはあの時分こは外國の特許をさんの御意見も：要するに鐵皆業如何という問題にお
蜜施させてもらって，舶來品の生産化をやった方が手ちつくんじゃないかと思います。ということは，外國
つ取り早くて良いものができる’それは確かにそれにあだりの普通の家庭生活と船の生活と共通であるとい
違いないので，内地で濁自の研究をやったんでは十にうことが非常に向うの便利なポイントですが，日本で
一づものになるかならないかわからぬ。そんなことにはその黙がだいぶ懸け離れているとc､うところに日本
骨を折るより出來上った技術を糠入した方が得策だ。濁得の匪難な立場があるわけで，從って識間の量とい
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うことによってその關連工業というものも運命を左右ないような優秀船をもつという．ためには，われわれば

せられるということになる．と思います。澪とをどう結一もう一度ネジを摸じ廻わしまして，職前よりもさらに
びつけて考えて風､か,今のところちょっと､まとまり‐一層良い緒をつくる謝吾がなけれ,灘らないと考えら
がつきません。れます◎

そう､して先ほどからのように關蓮ずる方面が非常に
◇關逵工業への漉力

，多いのですから，ただ船禮,主要鱗賊ばかりでなu豆

（湊）淺野んは船主側の立場としては嶽冬批判的に補濃を始め諸設備向きから計器,測誇塗装,仕上等

ごらんになり，事資その利用憤値について農験されて皇に至るまで優秀性をもたなければ船全禮として優秀な

ると存じますがOd~/･ らのができないのですから，そういう黙こつきまして

（淺野)先ほどからお話りょうに識皆の關連工業は私は職前よりも更に一層，船主側と造船所並びiこ製造

非常に廣範園にわたっておりますが，殊に客船になり者と緊密になり，また何かそういう廣義の識間技術の

ますと，その關連する工業は非常な廣範風こわたるこ改善進歩をはかるような機關をこしらえてうお互いiこ

とは御承知の通りであります。ただ貨物船につきまし研究し合って外函乙長を容れ，またわれわかの創意を

ては大膣さつき山高さんからお話がありましたよう;こそれに鰯まして,優秀なものをつくっていくという
優秀船助成施設の關係で，國産品のみで賄ってやれるようにいたしたいものだと考えますO､
ところまでまいりましたが，客船の設備などになりま､

◇注文は專門エ場へ
すと，やはり世界のどの航路に持つ-d',っても恥かし

くないというためにはまだまだ相當の進歩發展をはか（湊）岩井さん，長い間割間局におられ，最近は蚤

らなければならぬ黙が多かったのではないかと思いまた溌連工業の團彊においでですからいろいろ切實なお
す。それで丁度戦争の始まります直前まではだいぶ大考えがおありだろうと思いますが。

きな諦鴎計聲され，工事もかなり進みかけましだと（岩井）それでは私D考えを申上げさせて頂きま

ころが，この大戦で途中で挫折しましたけれども，もす。將來日本が海運國從って識皆國としてどうしても
う少しこれが完成できるまでさらに見届けることがで立っていかなければならんことは申すまでもありませ

きたら非常Iこ興味が多かったろうと思うのでありまん，これは現賞の問題だろうと思います。ところで柊
す｡私はやはり日本の造船につきましては，ずいぶん職後の日本の造船事業の潭かれている立場というもの
外國から教えられ,導かれた黙が多かったと思います。・は，職前に比較してその環境と申しますか條件と申し
特に客船なんかの設備についてはかなり最近まで外國ますかこれ糸がらりと一愛してるわけです。これまで
のいろいろな製造者から器具，装飾など収入れてやつの日本の造船事業は國防というものに結びついて，政
と眞似してやれるところまでまいったと思うのであり府の補助奨勵のもとに進んできた。これ!ま鍵則といえ
ますO,･'=ぽおかしいですけれども，自然的に装逹をしてきたわ

それで私の考えでは,職孚まで懐日本の識“海軍けでありまぜん｡‘これば唯今皆さんおっしゃった通り

／という大きなパックがあったためにその指導によつでございます。あるいは造船奨勵，あるいは蹄税莵除
て、識偕技術もずいぶん發達したのじゃないかと思い或は航海奨勵或は軍艦の建造等の直接間接つ特別の
ますが，商船もそれに伴って非常な進歩をしたと考え保護政策でいばば普通の行き方でなくして，今日まで
られますが，今日はもう海軍がないので，これから先の進歩を見たわけであります。ところが今白ではそう
の造船につきましては非常こ大きなパックがなくなついう國防の關係からの補助奨勵やまだは補助助戎とい
たという形Iこなるんじゃないかと思います。それで船うような保護政策はとることはできない立場こ置かれ
を造る上において，｡なんとか造船所だけでなしに，やております。外國D造船業にまつたくフリーな立場で
はり注文者側の船曾賦が識間所に一緒こなって船の進競箏しなければならんということになっております。
歩發達ということに協力して進んでいかなければなら‐そうなってきますと・こればよほど行き方を愛えない
んじゃないかと考え＜おります。職箏前まではかなりと造船事業が成り立たないのじやないか。それでない
船會牡が新造船についていろいろと協力を､､たしたのと世界の造船國と競争していけないと思うのでありま
ですが，今後はなお一層雨者相扶け合って進んでいく～す。元來識間というものは綜合工業でありますから，
べきだと思います。そうして特に最近は職箏Dために造船所でピンからキリまでの品物をつくるということ
暫く外國の識間界の認伏から遠ざかっていたためかなは經濟的に成立たぬことは明かであります。造船、開
りたちおくれたことと思います。そういう状態で今後蓮工業と申しましても今おっしゃる通り範画が非常に
できます船がまた海外航路に就きましても負けをとら廣いですし，況んや資材メーカーも考えに入れると韮

、
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◇造船業と開運エ業との境界線

（湊）山縣さん，ひとつ。大所高所から。．／

（山縣）造船の關連工業のお話ですが，關連工業と

遙船業とのポータ’一ラインは非常にアソピギュアスな

ものと考えられます。結局關連工業の定義ひ問題です。

さつきお話のございましたように，日本の造船業は國
内の他の産業がまだ十分に發達しておらなかった時代

～

二一‐－令一一一冠＝

26i

な機關でやるなり，あるいは注文者側でやるなりLて，
立派なものが出來るよう膠する。このような考え方に
對しておそらく反對諭もあると思います。造船量が少
ぃ場合には艤装品なども造船所内部でつくった方が却
って安くできる'こういう反對論もあると恩し､ますが，
私は前者の方法で行った方がいいんじゃないかと考え
ておりますo識偕關連工業は決して特殊な工業ではな
く，しかも國内の一般工業の水準が今後の識皆の質に

●
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．‐．、いとて､う問題は,造船所の技術者は船を總合的に見て，隣橡査ですが，これについては先週の木曜日に工業標

一いろんな蟻装品その他についても，とにか等レベルが準調査會の總罷諾喰が開かれ各部會長が出て,商工省、
、6．

‘高いのに對しそ,個餐の關連工業の製品のメー労一ば關係の各試騒所長もみな見えており誉したが,そこで
I、

ごく小規模から出發して始維造船所から指導をうけな、やはり折角規格をきめても試騒検定､施設がこれに伴
ノ

①一

がら來たよう庭ものが多い關係上'技術的に識箇所のっていない｡工場で自己検査をするのにはいろいろ方ノイ1曲：

I人の頭ほど進んでいない,と言うと悪いかもしれんが,法もあるが,第三者にｻー ﾃｲﾌｱｲする機關が揃っ
’それにマッチしないような黙も現状じゃありはせんでていない。そうかといって,試験所，研究所と銘打つ〃‘

た施設がコンマ〒シヤルテストや厳査をすることI*".1すか○一
、

ける方がいいし，事賓あまり深入りしていない。そう
鱒を漉蕊箪燕麓紬で,…ど；してもそういう施譲が何塵かに…に

’，ゞ 一こんなものというようなものでも，･その水準はやばりならんと,規格をきめても實施面において崩れて.くる。．、
日本の建造船舶の水準二一致するような品物をつてるこれは他の部門で二，三例が出ていました。これは船、I
・ように，そこの從事者も技術的に向上してもらわなけ舵部門についても,，今いろいろ規格をこしらえてるの
ればならん'造船所がよそに緩むよりも表はり自分直で,その中で試醗検定などせぬでも一應基準さえまと‘
院でつくろうとか,自分の手で，自分の工場でつくるめておけばいいものもあるが,試験検定を職ければ，:｜
うとかい､うような氣分が絶えず起るのは關連工業側にならんものがだいぶあるわけです｡その施設がまごと
その邊の心構えの切替がまだ出來ていない黙があるんに貧弱じゃないかと思います｡全部官におんぶするわ

けにもいかんが，全部業者が世話するというこ上もでじゃないでしょうか｡・

さ（岩井）それは造船所の直接指導も必要でしょうきない。もう少し現實問題として話合って，それぞれ、
が'工場自彊媚發的の奮謹も要るということになる‘、の能力あり，あるいは施設擴充の出莱そう.な方面に試

一命．

と思います。この間海事協會の佐々 松さ〃からお話が験橦定をやってもろうようにでも･しないと，規格をき、／
あって，海事協會の支部長會議があったそうです｡そめても資施面でやはり行詰ってしまう｡その黙どうで1
のときの話に，補農’織装品の専門製造工場に．自己しよう｡､､I
の製品を試鹸するに十分の設備がない。たとえぽ｡補。(山縣）私役人をやっておりましたときに同じ問題，
機にしても，これを運鱒する;こ必要な原動機がない◎が起りまして；ある規格をつくりましてその規格に合．，
できてきた品物の運轌のしょうがない；船に取付けてうガーどうかという検定を役所でやってくれという話が，
から運轌をして’海事協會と､しては検査をする。そうありましたoごもつともなお話ですが，しかし同じよ、’

一し､うわけで，艤装品メーカーも自分の所にちゃんとしうな考え方でありとあらゆるものについて政府でやるq
た工場の試験設備を持って十分の運輔をし'海事協會ということになると大愛なことになってしまいます。
なり造船所なりの十分な検査を受けてやっていくとい私'まそのとき同業者で組合みたいなものをつくって資j再

うことにならなければならないと思ひますO~_任をもって検定を行ったら一番簡軍に行く･んじやないI
（山高）そうですね。 か'と返事をじたことを覺えています｡役所で藻算を＃
（湊）その黙業界の整理ということになって來まずとる‘といってもなかなかそう簡単にいきませんし,痔〆！〃

が，これについ浜は國家が干渉したり同業者が他を制間もかかります｡海事協會みたし､な所をうまく利用す、§

好1
が多分にある。これは自由競争で優勝劣敗で，良いも、（常松）お話D黙，根本的になりますが,あわてで，｜

のがどんどん進んで'あとは自然淘汰ということにな人爲的に造船の糒諺b部門工業を振興して云餐というよ･、』
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’ 、うなことは非常にむ兼かしぃ問題で，要するに經濟状

態,そろばんづくでいくということのブｧｸﾀｰが非

常に大きいものです。大窪世の中の仕事は經濟問題で

傾向が決っていくのでしょう。同じ造船の補助部門工

業でも，現在はっきりと造船所から分離して鶴立的に

管業が成立っていくというのは,まず第一が補機部門

ですね。補磯pメーカーは，これは造船所ではメィソ

エIンジンをつくっておれば，補機まで手が出せない'
工場施設がないのが普通です,自然補機の數土多いし，

補機専門家に任しておくということになっておる｡"そ

うすると今の補溌まとIこかく造船所でやらないから，

いわゆる赴外工業としてそろばんがとれるという見込

でいろいろな人が捕機メーカーにはいってくるわけで

す。陸上の補機なども一緒につくられるでしょうが，

船の方を主として大患そういう傾向になってきており

ます。さて今わようにやたらにできて，試験設備もな

い，誤ｲﾗー もない，ｺﾝプﾚｽ．手ヤジいよう
な工場が相當多いんです。これ等を相當イソプループ

さして，かつ謹菫させるにはどうしたらLﾐいかという

と，どうしても駁を淘汰しなければならない。淘汰す．

るにはどうしたらいいか。これはアップ．ルーブドメー

カーという制度をつくる。要するに・ウオシントンポ

ンプならどこがいいシウェヤならどこがよろしい，セ

ントルならどこがよいというような得意得意の工場

を，しかもテストする設備をもった工場をアップルー

プドメーカーとしてやっていく○､そういうことによっ

て發達が遂げられもし，經濟的にも成立マていくのじ
やないかという感じがするのです。そのアップ・ループ
ドメーカーですが，それをアップループする機關iまた
くさんあってもかまいません｡商工省』:やっても,郵
船會社がやっても，海事協會がやってもかまわないで
．すけ子雷Z,とにかくいわゆる濫立の競零ということ
を避けた，そういう形式におけるアツプルーブドメー
カーがいいのじゃないか。電氣熔接棒というよヴなも
のもメーカーがたくさんありますが’これをアツプル
ープドメーカイ制窒でやるようにすれば’だんだんコ
ンデンスしヱきて良い”ができ，また主塲も共倒れ

ノ

にならないで堅貰に發逵ができるO･今鵡謹崖金物あた
りもそういう傾向iこなるんじやなかろ，うか。そういう
ふぅになってきて賞際にその工場力經濟的にも安定
し,技術的にも進歩じたもの力存在して初めて鐵皆所
の艤装工場における艤装を直接しないということが實
現できる。これがわれわれの感じてるところです。特
に最近における補磯がどうも問題の種になるかで，ど
うしても早くアップループドメーカーという制度をひ
とつ立てなけれぽお互いに共倒れ'二なって，そうして

技術か進歩しないと考えるわけです。

（湊)アップループドメーカーの黙こつきましては

エ業標準調査會のある幹部の集ケの席で，規格力普及一で

禄底ということ力話題になった際に，どうしてもアツ

プループドメーカーという行き方をとらて，そうして

良いものはその中に入れるし，外にあるものに對しで・

は努力目標がIまつきりすzM◎そういうことを考え'二入

れていった方がよい。その黙を工業標準調査會みずか・

ら考えたらどうかという意見が出たことがあり.ます｡‘

それじゃ委員會自ら力;アップルーブドメーカーを決め．

るこ･とにしたらどうかjということま'で話題ごなった、

ことがあり主す。私自身委員會がそういうことをする

ことが適當か葛うかはまだ研究D餘地があると思いま‘

すが，だんらか刀そういう仕組があれば，非常iご技術一

の進歩も促し，注文者なり需要者も安心できるという

ことで非常に必要じゃないかと思います，あるいは,，

船舶部門i三ついてば識皆所と船主と更に役所も加わっ

て，それを承認する委員會か何かをつくって，そこで

支持されたものがアップ．ルーブドメーカーだ，そこに

もっていって落第したも餌ま當分まだそのままだとい､

うような方法でゆく。その組織まどうかしらんが）何′
●－

かそういうことがぜひあることがいいのみならず，必

要じやないかということは私もかつてしばしば言った

ことがありました。

（常松）秩父，浅間，龍田，あれらの船ができたと

きにプラスモンゴリーの良いものが得られないという
ので，大彊イギリ久製をとっておったのですが，その

とき一番日本で寳弱なのはロックでした。これができ≠
ない。どうしてもグラスゴ嬬一あたりでできるものと格

段力相違がある。こんなことじゃいかんというので，

横演識問所に出入り､しておったデコレーターのある人
をつかまえて，どうだロックを専門につくる工場を始

めをらどうかと話をしたら，それが案外乘氣になりま

して，プラスモンゴリーをつくる工場を一つ起した。｜
ところがそれを秩父丸當時からまだ識'3所の仕事がど

か落ちに落ちたので,後の注文澱かない｡陸上なら、
普通のブラツスでいいものを，船ではネーパルブラス

を使うとか，ロックのスフ・リングにしてもスペツシャ

ルメタフレを使わなければならないという事情だから"

平素､注文がないからメルタ屋さんもつくってくれな
い。それで結局船用のものができない。途中で消えて，

しまったoその後巖子を聞いてみると，それが陸上専
門Dブラスモンコ．リーをやっておるという話でした。
現在でも恐らくほんとうのプラスモンゴリーを得よう

とすると，日本内地じゃむずかしいのじやなかろうか。

これなども造船所の補助工業部門が成立しにくい一つ

のサンプルです。それで今ことにブラスモンゴリ一塁

を一つつかまえて，これをアップルーブドメ'一カーと

、
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對して特殊の措置をぜひ講じてもらいたいと考えてお
～ ．、

ります。海事金庫と力海事金融椴關というようなもの

を何かこの機會に設けて覚らいたいと思いまず。
（湊）船舶建造資金は最も建設的であり，それに，

商業金融ほど回鱒が早くはないとしても，全匿から見

ればそうむやみに長期というわけでもないのですから

ねっ大豊，金融機關ま商業金融から發達し工來たこ･と

と思いますが，工業金融は一般の商業金融とはだいぶ

ん性格が違うんですから，そ､ういう異った性格に應じ

て運管してもら･うようなガツチリした金融磯關がない
と無理ですね｡

もう少し識皆の本業と關係工業のタイアップを密接に

やって，關連業者の關心を高め§また自分の仕事にプ

ライドをもたせる。そうして自分が製品をつくってる
ャ0

んだという氣持をもつと高揚させるとい′うような方法
がとれれ(急ド常にいいと思うんですね。

1．

（湊）そこまで行きたいですね。－

（山高）しょっちゅう船に行きますと，船の人とも一
お馴染になりますし，つくる方もひとごとでないよう

に思われてくるんです。

（湊）ですから善意の悪口ほうんと言って．ほしいで

すね。

（山高）最近のマリンエンジニヤリングを見たら，

向うのGEあたり，電機製品でしよ･うが，メーカーの

エソジニヤーがしょっちゅう船に行ってずつと作動状

態を見てお世話するというサービスがあるというので

す。

（湊）そういう氣持が必要ですね。メーカーにそう

いう常に勉狸する努力がどうしFてら必要です。それが

根本ですね｡_‐

（山縣）暖簾にかけてというところまでまだまだ日

本じゃ行かないですね。

（浅野）あるポンプのメーカーで，どうも工合が悪
いので船に案内しましたら，うちのポンプはこんな所

に附いてるんですかって驚いてるんですよ。全然どう

いう所に附くものかも考丞ないでやってるんですから
t

ね○

（山高）よくそういうことがありますよ。
、

（湊）今後ばぜひそういうことのないようにしたい

ものですね○ではだいぶ遅くなりましたから，今日は

一應この程度で打切りたいと思います。

（記者）どうもありがとうございました。

－維一

』
●

』

卓

◇關連エ業者の心構え

（湊）それからいろいろ艤装品とかそのほか，メー
カーが造船所に縮入して受取ってもらえばそれでい
い，．それでホッとする、というような時代はまだほんと

、

うじやないのですね。

（山高）これは私の夢かもしれませんが，そういう
關係業者が，俺Dこの品物を使わなければ船は動かな
いぞというくらいの自信をもって，自分の方からも推
奨する，造船所からも良いメーカーをどんどん引寄せ
て育ててやるというふう-に行ったらいいんじゃないか

と思います。それで外國の識間雑誌なんか見ると，そ

ういう關係業者の,半ば宣傳Z)意味もあるでしょうが，

いろいろな研究の發表とかそういうことがずいぶん出

ております。最近Dマリンエンジニヤリングを見まし

ても向うの識箇協の會でそういう計器メーカーの雲表

した論文が出ているし，それに對してディスカッショ

ンを同業者六七人でやっています，日本@D識骨關係わ

誌演會でばそういう現象は見られない，あるいIま，關

係業者のほうで通電してるのかもしれきいし，また造
船プロパーの問題が多すぎて，そこまで手がまわらぬ

ということがあるかもしれんけれども，なんとかして

l

l
l

！

一

ノ

q

（260頁よりつづく）

10．航海測器

方向探知器おまびF式昔響測深儀を装備し，北洋の

霧中航海に備えている。

11，救命設備

救命艇は7．00米×2.30米×0.92米（定員33名)，木

製第'級甲型救命艇5隻を搭載し，うち,隻ま端艇甲
板に装備され，また傳馬船は5．00米×1.45米×0.56米

(定員'0名）を後部端艇甲板左舷iこ装備しており，航
海安全に萬全を期している｡・
'2・暖房および蒸汽装置

巌寒航海わため暖房は蒸汽暖房とし，また主壊械、
燃料油タンクを加熱できるように配管してある。

13,海上公賦運韓成績

日時昭和23年2月26日，天候喝細波

吃水前部1.530米

後部3.040米、

zF均2.285米

トリム1．61米

排水量1,493砿

試験荷重

速力(節）

主騨回鱒
"(RPM)
IHP

BHP

'/』全力

9.280

273.0

748

472

'/2全力

10.685

338.0

1343

955

最大

13.537

435.5

2560

1780

3/』壷ヵ

12.336

388.0

1900

1412

4,3全力

12.962

425.0

2420

1718

I
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舶用機關の出力の決め方と公試
蓮轄法について

● 一

〃、

米 原令敏
一!～

一

〃

機出力B"馬力を推定し,P馬力を定格出力と
しP",馬力を最大出力とする主機の設計に取り

かかったのである。然し乍ら船主によってI'"

とyj,'節とはその割合が一定でなく，假令一様

であったケしても船種により出力PとP",との

割合は決して一様でなくPに比しP,"が非常に

大きい爲仁主機の設計は勿論の事罐，補淡類に

至る迄非常に不經濟な設計を餘儀なくされる場

合もあった。特に此の傾向はタービンに於て顯

著である。

叉假りにRP加馬力の値そのものが無理の

ないものであっても從來の主機出力についての

考へ方自鰐に不合理な鮎もある様に思ほれるの

で主機出力の合理的な決定法についての老へ方
rL

を述べてみたいと思ふ･

從來一隻の船を設計する場合に主機の出力と

,して經濟出力，定格出力，最大出力及び後進出

力といふ四種の出力を決め公試蓮縛に於て普通
此の各出力に對する船の速力（推進性能，後進

f鮪僧）燃料，蒸氣消費量，各補機の作動壯況等
の試騰を行ふ事になってゐる。然し乍ら經濟,、
定柊，最大と一口で言ってもその定義が明確で
ない爲に其等出力の大小の割合は船叉は主機の

種類腫依ってまちまちであるQ更に最大出力の
航行は公試運縛時にのみ行ふものであってその

船の長い一生涯の使用欣況から老へると設計者
側としてはあまり重難を置き度<ない事である

に拘らず從來最大出力はﾃ･般に非常に重覗さArl,
て來た様である。

公試運韓に於ける後進試騒についても主機の
前進回縛より後進回縛への操作方法に依り‘船磯
速度愛化も一様ではなく從って船磯停止迄の所
要秒時にも相當の差を生じ，又賓際後進を使用
する必要のある航行状態は從來公試蓮韓で箕施
して來た航行壯態とは異るものである。
此等の黙より主機出力の決め方を明確にし，
更に公試蓮縛法と主機出力の決定法とを一層有
機的に關聯させる必要があると恩は虹るので此
庭に二三の桧討を行ひ私見を述ぺて特に實際に
船舶の運行を司る方共の参考とし且つ御批判を
得たいと老へる。

2．圭機出力の從來の決め方．

（我々 は今後軍用艦艇を取扱ふ必要がないから以後
述べる考察ばすべて商船，連絡船，遊覧船等の平時
船を對照とする）

從來一隻の船を建造する場合船主側から多く
の場合は「猟載状態に於て速〃節,公試蓮縛
に於て速力W/",節たること6｣といふ要求をうけ

るのが常であった。

設計青としては此の要求に對し船の種類から
大鰡決定される船型に對しSeamarginを考へ
ない壯態で滿載時のv節に必要な主機出力F馬
力;公試運郷に於ける恥"節を出すに必要な主

～

1
’1．主様出弓決定法のー提案

一隻の船を建造する時，その長い生涯に於て

最も頻繁に使用される航行状態に重黙を置き船
髄，プロペラ，朧,補機等を設計す可きである。
特殊船でない限りその船の使用目的から自然に
使用頻度舷大の航行状態は定まって來る。

船禮の形状が判って居る場合主機出力は排水
量，海上壯態及び速力が與へられれば定まって
來るものであるから使用頻度も此の三つの條件
腰ついて夫糞最大の状態を選ばねばならない｡
先ず排水量について老へれば普通の貨物船は
大磯滿載状態で主要航路を航走するが容積の割
合に重量が計蓋値より小さいものを積む場合も
老へると使用頻度肢大の状況として85％載荷
の壯態が安當と思はれる。普通の貨物船で85％
載荷状態は瀧載排水量の約90％の排水量とな
る。油憾船の様に片荷航海を行ふものに野して
は75％載荷状態の排水量を標準とするのが安
當と老へる。その他の船種に對しても一般使用
獅に於ける平均の排水量を選定する事は容易
であるo

次に海上欣態であるが，之れはその船の就航

地によって大禮定まって居るものであり水槽試
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蕊
不經濟であり適営な所で雨苦の要求を安協させ事は困難でおるからそれに出來るだけ近い壯態
なければならない。で速力を主とした試験を行ひ狄態の差異に基く

從來は定格出力を基準とし，その§を経濟出修正を適當に施す事に依って設計速力を徹たし
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0.-番､力当但

，補機等mrLも設計出力

時効率最大なる如く設計す。，

(d)弧度・

主機，プロペラ，罐，補機等何れも定格出力

時に對し弧度計算を行ふ。

に述べた様な設計状態とは非常にかけ離れたも

のであるから軍に最大出力時の速力としてのみ

意味のあるものである。從って宣傳を目的とし

た建造ならいざ知らず普通の目的で建遥される
船に對して主機の最大出力は速力と關聯して設

計するには及ばないと老へる。之の事は從來の‐
一一-

慣例から見ると極めて極端な提案の様に思は湿
るかも知れないが，公試運縛睡於ける最大出弥
時の速力を大きく要求された爲匡經濟出力時及

び定格出力時の要求は既に滿足してゐる船禮，
プロペラ，主機等を愛更して常用状態に於ては

極めて不經濟な設計を行はなければならかなつ

た例がある事を老へればそれ程極端な考へでば
一

ないと思ふ。

従って公試蓮韓に於て最大出力試験は船燈と
機關部の握度,振動及び機關部の船鰡装備状況
に於ける綜合過負荷試験として重黙をおき賞施
す可きと老へる。その爲には特に最大出力を大
きく選ぶ必要はない。設計出力の12〕％（定格
出力の4兜嬉しとなる）を最大出力として公試
蓮韓に於て約1時間連績航行する事に依って上
記の目的を充分に達ぜら虹ると老へらｵLる。但
し此の際答機關の状況ほ出來るだけ糒密に正確
に計測して傾かの不具合事項をも見逃さない様
充分の注意を沸はねばならない。

以上の考へから舶用機關の出力の決定法とし
て次の如きものを提案する。

(a)設計状態

排水量一客船，貨物船に對しては85％減
荷時の排水量o油槽船に對しては75％載
荷時の排氷量。

海上状態,船底汚損によるSeaIJlargin20%.
速力－－－使用目的に應じた値

(b)主機出力

設計主力一上記設計状燦溌ける有効馬力
に適應した馬力。從って推進器も此の時同時
に上記状態で設計し効率も求める。

定格出力一一設計の120％（連綾運韓可能な
る事）

最大出力一設計出力の125％（公試運韓に
於て不具合なき事）

ー

〆

3.上記設計法と從來の設計法との差異

從來の各種の船について經濟，定格，鐙大の

出力及び經濟出力を100とした時の定格，最大

出力の割合を第2表に示す。同表より判る様に

定格出力は經濟出力の111～134％であり120

％程度のものが比較的多い。從來の船は此の表

中の經演出力より小さい出力で航行する場合が

．比較的多かった事を考令併せれば設計出力の

120％を定格出力とすれば先ず充分賞用的であ
ると老へらｵLる。
D／

最大出力の經漉出力潅對する割合は表より

--122～156％であるが130％及びそれ以上が比
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鮫的多い。ここに提案した最大出力の考へ方と

從來の例とを併せ老へれば最大出力を經濟出力
ら125％とする事は大髄安當と思はれる。
尚3rL型船について從來の設計法に依るプ

ロペラと，ここに提案した方法に依って設計さ

れたプロペラとが互に他の壯態で作動する時の
〆

効率を比較計算すると第3表の様になるご此の

表に於ては何れの方法に立脚して設計しても等
しい速力を夫黒で出し得る結果となってゐる。此
の例では數例が偶然等しく出たのであるが-．般

的に言って設計方針を從來の方法で行っても，
ここに提案した方法で行ってもプロペラ‘性能に

開してはそれ程顯著な差異はあらはれないと結
論する事が出來る。主機及び罐についても同様
の傾向ではあるが3ZZ型船について計算した
結果ここに提案した方法により設計する事によ
って燃料消費を5％減少させる事が出來る。
設計基準をはっきり決めるといふ事は設計の
方針を合理的にするといふ事が第一の目的であ
り，それに伴って効率も自然よくなるも②であ
る。

、
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4.後進試験について‐

公試蓮韓に於て全力航走時の後進試験を行ふ
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のを至當と老へる。

入港時の停止性能に

、

ノL《唾w汀vｰ1丁‐上しlユム圃哩Lー ’。一、 ，ろ ,､Isユロ
ノ

關しては更に別の要素一役逗全万壱今巧の鈴"藝力〈犀)！、，＝字一
言’．

について考へなければ第3圃〆船膣停止試騒成績．、

ならないc2000噸程度の貨蓉船は寄港地も一般ルクは主機の出すトルクに比し決して無税出來
に多く又防波堤設備の完備してゐない桟橋附近′・ないものである。特にタービンの憧性能率はデ

の溺荒の比較的弧い狭腫な所で巧みに船を桟橋イーゼル及びレシプロに比ぺて非常に大きく夫
迄操縦しなければならない事が多い様である。に述べる計算例では入港噺&寵を停止させる爲

．此の様な場合には主機は停止叉は微速の壯況にタービン船の出すトルクの半分は軸系の加速

であるからディーゼル船に於ては直ちに後進をに使はれてしまふ◎從って同一の船にクービ

かける事が出來又直ちに大きい後進F~ﾗﾚｸを出ン，ディーゼル，レシプロを装備した場合,てタ、
す事も出來るがタービン船レシプロ船に於てぱ－ピン船は主機の加速が遅く船艘停止所要時間
罐は殆んど僅か燃焼してゐる程度であるか､ら／も長い。然し乍ら.出力の大きい公試蓮韓に於て
「プライミ寺グ」を考慮するとあまり急激に大は主撲加速秒時の差異は船鰐停止所要秒時に先
一きな後進出力を出す事は出來ない｡(タービンのず關係はない様であり，此の場合は前進より後‘
後進トルクは此の場合でも比較的大きい)荘つ進への操作速度如何に依る影響の方が大きい様
←て此の場合主機の出す出力は比較的小さい。此′であるb

の様に主機の出力の小さい場合は軸系（主機及第2園は2000噸の貨諄船についての停止性
01

びﾌﾟ・ロペラ）を後進回縛に加速するに要するト・能を其の爲に設計したタービシーデズ一事ル。

ｰ

第2園は2000噸の貨諄船についての停止性
01

能を其の爲に設計したタービン，ディーゼル,・

レシプロについて比較計算したものであるが船

髄停止所要秒時は岡で明らかな通りタービン船
が一番大である。所が塊3圖に示す様に各種の
船の試運稗成績より船燈停止迄の所要時間を比
較してみるとダービ,ﾝ船，ディーゼル船，レシ

プロ船の差異は殆んど見出し得ない6′

故に最近重税され初めた入港時b船鰡停止に

開しては從來行ってゐた公試蓮韓の後進試験か

ら推定する事が出來ず必要な場合には特別にそ
の試験を行はなけｵしばならない。

又後進試験は何れの場合に於ても主機管制装

置の操作の速さによって停止叉は後進全ﾗj迄の

所要秒時は影響をうけるものであるから後進試

験に於ける操縦燐操作率度を何らかの形で規定
グ

しておく可きである。‘
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－タービンは特・と後進タービンを取一

-付けるのであるから後進出力が小さ

くてすむものならば漏洩損失を減少

させるために出來れぱ高唾タービン1－1
には後進タービンをつけずI乙おきた

い所である。その代りに油屋管制装、

置蓬用いて撫從鶉操作の時間を出来
、．‐・戸.,:『'_､鷺魚､"，届よ.と，儲､,r､.＝

るだけ短くして停止性能を良くする

様にす可きである。三菱長崎造舟蝋一

のN.Y.K.ﾉl穂丸は此の方法を用
いてレシプロと殆んど差異ない停止
性能をタービンで宣現さぜる事に成

功してゐる。

．、

5．結び

以呈主機の出力に關聯して設計方、

針及び公試蓮韓法について改正すべ

ぎと老へられる黙を學げて一私見と

しての提案をなしたのであるが，/述
べんとする主旨の中心は澄際の航行

壯態の平均と最も合致した状態に於
て機關部の設計をなし又その設計及

聴ぴ奪別を基準とした各種の試験を公
試蓮韓に於て行ふ可きであちといふ

黙にあるのである。公試蓮縛に於て，

唯一回使IIjされるに過ぎない最大出

力時の速力を重税した從來の老へ方

は花嫁衣裳を飾る事にのみ腐心して

寅質を件はぬと同様の弊に陥り易く

今直にでも改める可きものと老へ、

る。、、

優秀な外國船と競零を．していく爲

には先ず技術の向上が必要な事は論

を待たないが忘れ勝ちな誓來の随習

を－．時も季<改めて寅寅的に，使っ

て見てよい船を建造するといふ事の、

爲に努力するのも無駄ではなV,と老

へる次第である。.(経）

1
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經‐濟×］､2 i速力比經濟出力

船種

|速力V,|SHPi蓮力V･卜VnVゞI
－－面一一

SHP
－

１
１
１

１
１

1TLT

2TLT

3TLT

2AT

新田丸

鎌倉丸

日章丸

雲仙丸

洞爺丸

8000

4000

16.55

]3.80

16.75

12.55

17.85

]E.06

16.21

14.54

13.83

1.04

1，04

1.055

1.05

1.056

16056

1.057
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1.055

9600

4800

9600

2160

11100×n

15500×II

8159
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2400×II

15.85

13.25

15.”

11.”

16.91

18.05

15.35

]3.72
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經濟出力に
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ここiこ提案
した方法一一一七一

設計方針’（')從來の方法’（3）
|浦載時排水量

’

一
設
計
状
態

|seamargin

l圭鯛 ’
20％

8000SHP

121RPM

○

c6CCSHP

129RPM

１
１
１’

直裡5.“、

.ピッチ4.1bm

直裡5,625m

ピッチ4.18m'

設計された最良の
イ

プロペラ要目
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VIIo主要寸法決定の實例（承前）

第三例として，参考書(1)の方法(固書p.32-.
Determinationofaship'sDimensionsの章）

ジ

ーを摘録すると,これはDeadweightCoe伍cient

“α”-及び比L/B及〃/B(dは吃水）を用ゐ

て先づLを式で出す，即ち海水中の排水量を

W(噸）とすれば

W=(L×B×α×Cb)/35={Z,×L÷(L/B)

×L×(/B)÷(Z/B)XCb}÷35

={L3×(d/B)×C6}÷35(L/B)2

1

ぱ,-不式

(Z,×B×29'×･73)÷35=16,400噸

即ちL×B=27,100が得ら奴る｡．

次に吃水29呪を持つ船の，(2)深Dを餐料船の

d/D比から見て36呪と暫定する。そして此極

船のB/D比から見て(3)Bを59呪と假定すれ

ば，（4）船長

、、L=27,100÷59=460呪

となる。斯くして錐一次の漸近寸法は460沢×’
59呪×36呪となる◎次は．

（5）燃料炭庫容稜であるが，これを出すのに

は先づ主機の馬力を決めねばならない。馬力決

定には數多の方法がある(後段説明する)が，大
↑､

鐙4,500～5,0001.H.P.-と推定出來る。で，石

炭消費量=I.H.P.÷60蒸汽往復働磯の場合(1)h
...4,500÷60＝75噸/日故に所要の容稜は

75×20＝1,500噸となる。次腫は‐

（6）所要の載貨容積即ち500,000立方沢が，

この(5)の禰炭庫容積1,500噸を控除した崖り‐‐
で賄へるか否かを検するのであるが，若し最初

の暫定寸法の撰定が適営ならば,/此結果は大し、

た狂ひを生じないので，この寸法を少し加減す

る程度で納まるのである。

第五例一参考書2)pg.236;BasicDesign

の所腫下り様な初期設計の宣例を油鮪船に就て

掲げてゐる。そ虹には,第一部(Firstdivision)
一

から第五部(Fifthdivision)に分けて設計の虚
奔一F＄”

置を進めてゐる。即ち

鮪一部一排水逮及船長l乙對する要求(Dis-

placemeritandLengthRequirement),之は
〆

所謂船主の要求(Owners'Requirements)であ二
〃

．る。即ち，

載貨重量一貨物油7500噸,雑置物(Mis一
ざ

cellaneousCargQ)750噸。

船型一鋼製二屑甲板，三島型船で機關室及

ぴ雑置物船舷下のみ二重底隣造。

脚荷水槽(BallastTanks)－輕荷状態で航

行に充分適するとと

吃水一鼓大28呪を越さぬこと(2)

機關の位瞳－出来るだけ船尾に寄せること

み
、

－－

一

.。.L=#/t35×(Z,/B)2×D.WE)/{α×(d/B)×C6}

鼓に，.Wも＝α×”此式に査料船の蛮例から復

原性，抵抗推進等を考慮桧討して調整暫定した

L/B,d/B,Q及び船主要求の栽貨重量D.「硯と

妥材船から歸納したDeadweightcoe伍cient

〃の各數字を代入すれば船長Lが得らi〆しる。從

ってB及び賓材船のα/Dから出した設計船の

、が得ら奴,船のDimensionsが求められる。

その後のWeightverificatiorilf,第一の方法
で解読したと同じ様にして，第一次の漸近法を

‘行ひ,･trial&errormethodで漸遁させて行
くのである。

次にKari氏はGIwを次式で與へてゐる。

(P.36)即ち

GM=((2C"ﾉ+0.841)3/255×Q}×B3/α

＋α{5/6－Cf/3C",-9×p}

鼓(Z(f==織載吃水;"==瀧載吃水面下浮心迄

の垂直距離(OG)/D;'="αである。この式

に設計船のC6及CZ｡を入れれば設計船DGM

が算出される。

第四例一参考書(3)，1919年版,p.122"

主の要求---nW.=10,000噸；制限された吃

水＝29呪；荷物積戟容稜500,000立方呪;速力

13節；燃料庫春枝20日分の荷物船っ

妓初に費料船の変例Deadweightcoefficient

から推して設計船のものを．61とすｵLIjg,(1)滿

赦排水段は10,000噸÷･61＝16,400噸；滿載排
水趾16,400噸，吃水29沢の速力13節船に最

も適鴬なC6を桧討して，之を･73と暫定すれ

1
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第 ち表汽罐一燃油式

推進機關一レシプロ，二軸（双螺旋）

繼綾航海速力-14節

航績力一一貨物油滿載，速力10節で8000海

里

船便一所與の額を越えざること

其他の要求一豫備貨艫の購造工作とその載

償容稜，等等。

上記の諸條件に就て検討すると,所與の船慣

では最大，14,000噸～14,500噸排水量の船が限

度となる。叉復原性に於ては,上記の諸條件(船

主要求）の下で，輕荷航海の時Gnfを充分(出

來るだけ)減少すべきこと。これは油舘船の
GA"は本状態では兎角大きくなり過ぎ,stiffな

船となり勝ちだからである。次には，排水量で
あるが，その重量内讓は

貨物油7,500噸
雑貨物(MiscellaneoosCargo)750"

鞠品驚異蕊其他｝｣50‘
燃料油，800〃
餘裕重量(Margin)※250"
豫想總排水量9,450噸

※即ち徳蔵貨重量の約2.65％

’D.W./W W(噸）÷
－

15,000

14,775

14,550

14,325
〆

14,100

３
４
５
６
７

６
６
．
６
６
６

●
●
●
●
●

一

一

この係數を用ゐると排水量は第ち表所載の如

き一連の數字を得られ,この内14,500噸を暫定

的に採用する。この時のDeadweightdispla-

cernentcoe伍cientは約･65となる。

次には船長Lの暫定値であるが，本計蚕船は

第り表中の貨物船及高速貨物船の部に馬するの

で，此表から考へてWVLを･61～･69と暫定
〆

し，更らに船長を527呪～411呪と假定して見

ると，次表の如くなる。、

、

排水量|船長(L),沢|vIへ/琉羨|wmAW)｡
－

一

｜震’14,500噸 |墨
’209
1

１
３
－
Ｄ
７
９

６
も
も
も
６

※V=14節

第り表

船種|w(噸)Iwm節,沢)崎蝋0)3
一一
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、
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必
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１
１
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４
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８
７
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１

識灘}’
高速客船l
〃〃ヨット，

卜

比較的高速力の此繊H(省物船を含む）の

Deadweightdisplacement係数の宣例は･63~

･67であるから（第イ園参照)(3)
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